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１．肖像画に描かれた馬場信房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪城天守閣所蔵「武田二十四将図」 信玄公宝物館所蔵「馬場信春像」 

大阪城天守閣所蔵「長篠合戦図屏風」 山梨県立博物館所蔵「天目山版 武田二十四将図」 

戦国武将 馬場美濃守信房 



２．武田二十四将の中の「武田のおとな四人」 

武田二十四将とは 

 

「武田のおとな四人」 

馬場信房・山県昌景・内藤昌秀・春日虎綱 

 

諱（名乗り） 信房・信春・氏勝 

 

３．教来石民部から馬場美濃守へ 

永正 11年（1514）武川衆の教来石信保の子として生まれる 

「信保が長男を美濃守信房
はじめ民

部 氏 勝とし、武田家の老臣馬場伊豆守虎貞の家名を継」 

（『寛政重修諸家譜』巻第 184） 

 

馬場家を継いだのはいつか 

天文 15年説  信濃砥石城攻め後 

 

天文 17年説  信濃上田原の戦い後 

 

原虎胤と信濃深志城を守る 

天文 19年（1550） 

 

受領名 美濃守を称す 

永禄 2年（1559）以前 

 

信濃牧之島城を築き移る 

永禄 5年（1562）説 『千曲之真砂』 

 

永禄 9年（1566）説 『甲斐国志』 

 

 

 

 

 

 

 

 

『戦國遺文』武田氏編 第 1巻 



 

 

４．山本勘助流築城術を継承した馬場信房 

山本勘助流＝武田流築城術とは 

丸馬出の手法 

 

諏訪原城・江尻城・田中城など 

 

山本勘助から馬場信房へ 

 

信玄にも諫言ができた馬場信房 

「信玄駿河に攻入る時、朝比奈兵衛を始として軍

する者なく、今川氏真落ちられしかば、信玄とく

今川の館に行きて、名物の宝ものども奪とり来れ

と下知せらる。馬場美濃守氏房聞もあへず唯一騎

鞭に鐙を合せて館にかけ入り、火をかけて焼きは

らひけり。是宝物ども奪ひとりて貧慾の師なりと

嘲れん事を慮りたるなるべし」（『常山紀談』） 

 

 

 

牧之島城跡概要図（作図：三島正之）『長野の山城ベスト 50を歩く』 

『甲陽軍鑑』巻 9（品第二十五） 



５．長篠・設楽原の戦いで討ち死にする馬場信房 

武田信玄の死と勝頼への相続 

 

長篠・設楽原の戦い  天正 3年（1575）5月 

 

戦いの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信房は殿を務めて討ち死に 

 

おわりに 

小和田哲男著『戦国合戦事典』 


